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この資料は、英国ブリティッシュ・アメリカン・タバコ（以下、BAT）が 2022 年 9月 6 日（現地時間）に発表したプレスリリースを日本語に翻訳・

要約したもので、資料の内容および解釈については英語が優先されます。また、日本の法規制などの観点から一部、削除、改変または追記している部

分があります。英語版はこちらをご参照ください。 

 

紙巻たばこから glo™への切り替えが長期的に好影響をもたらす可能性があることが

最新の研究結果によって明らかに 

• 1年間に及んだ研究の最新データによると、glo™に完全に切り替えた喫煙者は、紙巻たばこの使用を

継続した喫煙者と比較して、有害可能性指標において大幅かつ持続的な改善が見られたことが判明し

た  

• glo™はリスク低減の可能性がある製品*であるということを裏付ける証拠の重みを強化する研究結果 

• これらの結果は、たばこハームリダクション、そして事業が健康に及ぼす影響を低減することにより、「A 

Better Tomorrow™（より良い明日）」を築くという BAT のコミットメントをさらに強固なものとする 

 

全 1年にわたる研究結果によると、BAT の主力製品である加熱式たばこ製品 glo™に完全に切り替えた喫煙

者は、紙巻たばこの喫煙を続けた喫煙者と比較して、疾患の早期発症に関連するいくつかの有害可能性指標に

おいて大幅かつ持続的な改善が見られたことが判明しました。これらの疾患には、肺疾患、がん、心血管疾患

（CVD）などが含まれます。 

 

「Internal and Emergency Medicinei」誌にて発表されたこの全研究結果は、研究開始から 3 カ月後およ

び 6 カ月後に良好な変化が報告されたことを踏まえたものです。観測された改善は 1年間に渡って持続してお

り、glo™は禁煙できない成人**喫煙者にとって、よりリスクの低減の可能性がある*代替手段であるということを裏

付ける証拠の重みを強化するものとなっています。ii,iii  

 

BAT グループの科学研究担当役員のデイビッド・オライリー博士（Dr David O'Reilly）は、次のように

述べています。 

「この研究結果は、glo™、そして加熱式たばこ製品カテゴリー全般に関するデータの中で、これまでで最も重要な

ものです。この実環境試験により、成人喫煙者が glo™に完全切り替えた場合に経験する変化を疾患発症に関

連する有害可能性の早期指標を基に評価することができます。また本結果は、glo™への完全な切り替えがもた

らす変化の規模および効果の持続性の証明において必要とされてきた新たなエビデンスとなると同時に、glo™のリ

スク低減の可能性がある製品*としてのポテンシャルをより強固とするものです。 

 

この調査に参加され、ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。『A Better Tomorrow™（より良い明

日）』の実現に向けてまた一つ、重要な一歩を踏み出すことができました。」 

 

http://www.bat.com/
https://www.bat.com/group/sites/UK__9D9KCY.nsf/vwPagesWebLive/DOCHUEF8
https://doi.org/10.1007/s11739-022-03062-1
https://doi.org/10.1007/s11739-022-03062-1
https://link.springer.com/article/10.1007/s11739-021-02798-6


 

今回計測された疾患の初期指標によると、紙巻たばこの喫煙を続けずに完全に glo™に切り替えた喫煙者か

らは、以下の効果が見られました。 

• 肺がんに関連する DNA損傷を引き起こす可能性のあるバイオマーカーが大幅かつ持続的に低下 

• 心血管疾患（CVD）およびその他の喫煙関連疾患の早期発症に関連する炎症性マーカーである白

血球数が大幅かつ持続的に低下 

• 心血管疾患（CVD） 発症リスクの低減に関係する HDL コレステロール値が持続的に改善 

• 肺の健康状態を示す指標（FeNO）が大幅かつ持続的に改善 

• 心血管疾患（CVD）など、いくつかの喫煙関連疾患と関係があるとされる酸化ストレスの主要指標が

大幅かつ持続的に改善  

 

これらの最新のデータは、先日発表された glo™に関する別の論文[iiii]の知見に基づいており、その論文では次の

ように結論づけています。「蓄積された科学的データを考慮すると、glo™は紙巻たばこと比較して曝露量が低減さ

れた製品であり、喫煙関連疾患のリスクを低減する可能性があると合理的にみなすことができる。また、喫煙者が

加熱式たばこ製品である glo™の使用へ完全に切り替えることで紙巻たばこを引き続き喫煙した場合と比較し

て、喫煙関連疾患の発症リスクを低減させる可能性があるという結論を裏付ける結果となっている。」 

 

本研究について  

 

1年間にわたる無作為化比較試験の参加者は、英国に居住する 23～55歳の全般的に健康な喫煙者で、禁煙し

たいと考えている者と、禁煙を考えていない者で構成されました。さらに禁煙を考えていない者は、引き続き紙巻たばこ

を喫煙する者と、glo™のみに完全に切り替える者に無作為に振り分けられ、禁煙したいと考える者は、ニコチン代替療

法を受け、禁煙カウンセラーを利用できるようにしました。調査には比較グループとして「喫煙未経験者」も参加してお

り、調査中いかなるたばこあるいはニコチン製品も使用しないこととされました。 

 

この研究は、管理された環境ではなく、実環境で glo™を使用した場合のリスク低減の可能性を探ることができるように

設計され、唯一の介入要件として、病院にて血液および尿のサンプル採取やその他の計測を毎月行うこととしました。

採取されたサンプルにより、「曝露の指標となるバイオマーカー」（特定の紙巻たばこの喫煙による有害性物質に対する

曝露）および「有害可能性の指標となるバイオマーカー」の検査が行われました。さらに、ルール遵守を保つため、glo™

の使用者グループと禁煙グループに対しては、調査期間中に紙巻たばこを喫煙したかどうかを示すバイオマーカーである

CEValの検査を行いました。 

 

CEVal が検出された参加者も引き続き調査に参加し、最終結果を全集団および CEVal準拠のサブセットに分けるこ

とで、完全な切り替えによる影響を正確に反映した結果が得られるようにしました。 

 

 

 
*紙巻たばこ喫煙からの完全な移行を前提とした、科学的根拠の重み付けに基づく。これらの製品に健康へのリスクがないことを意味するものではありませ

ん。これらの製品は依存性のあるニコチンを含みます。 
**2022年 4月からの民法上の成年年齢の定義変更に基づき、本プレスリリース内の「成人」は日本国内においては「法に定められる喫煙が可能となる年

齢（満 20歳）に達した者」を指します。 
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